
 

 

 

 

 

 



 

 

 

（指定基準） 

１ 保存樹木 

 次のいずれかに該当し、健全でかつ樹容が優れているもの。 

 (1)1.5ｍの高さにおける幹の周囲が、1.5ｍ以上のもの 

 (2)高さが 15ｍ以上のもの 

 (3)株立ち樹木で、高さが 3ｍ以上のもの 

 (4)はん登性樹木で、枝葉の面積が 30 ㎡以上のもの 

   ※フジ・ツタ・ツル等 

２ 保存樹林  

 次のいずれかに該当し、健全でかつ樹容が優れているもの。 

 (1)その集団の存する土地の面積が 500 ㎡以上のもの(市の条例では 300 ㎡以上) 

 (2)生垣をなす樹木の集団で、その長さが 30ｍ以上のもの 

 

（指定条件） 

 指定に当たっては、上記の指定基準と共に、次の条件を満たすことを原則とする。 

 (1)景観的に、まちのシンボル的存在の樹木であること 

 (2)その樹木が、本来有する樹形を保持していること 

 (3)樹木の良好な維持管理が行われていること 

 (4)落ち葉、日照等の問題で、近隣住民に著しく迷惑を掛けていないこと 

 (5)樹幹や枝などが公道・公共用地・民地等へ張り出し、傾くなど危険な状態でないこと。 

 (6)公道から望見でき、市民等への公開性があること 

 (7)指定後、開発行為等の事由により伐採される可能性がなく、長期に保全できるものであ

ること 

 (8)樹木医の判断を参考に、健全と判断される樹木であること 

 

（指定件数）※令和５年４月１日現在 

 保存樹木  ８０箇所  1２１本 

 保存樹林  ６9 箇所   

面積 206,260 ㎡ 

       生け垣     ５５m 

 長野市では、「都市の美観風致を維持するための樹木の保全に関する法律」

及び「長野市緑を豊かにする条例」に基づき、まちのシンボル的存在の木を

『保存樹木・樹林』に指定し、市民共通の財産として保全しています。 

 



申請者

樹木・樹林の別

樹木・樹林の所在地

申請に係る樹種及び本数
（樹林の場合は主な樹種と面積）

保存樹木等指定申請箇所現場写真

　ケヤキ　13本、サクラ　2本、イチョウ　1本、スギ　27本、サカキ　3本、
　ヒノキ　4本
　面積　2,740㎡

　軻良根古神社　氏子総代長　水野　英美

　樹林

　長野市篠ノ井塩崎6380-1 及び6380-4

東より撮影

南西より撮影

東より撮影



大塚樹木医の見解

・全体的に敷地内が暗い。
・樹木の状態は1本1本傷んでおり、正直管理が行き届いていないが、樹木は何とか樹勢を保とうと
　している状況。
・古木が多く危険な樹木も多い
・指定の場合、状態が良く、健全な樹木のため認定したいという状態ではなく、市が入らないと今後
　一層、樹木が弱っていってしまうという状況。

東より撮影
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